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表紙

・2.⑸業務の適正を確保するための
体制及び当該体制の運用状況

・連結計算書類の連結注記表
・計算書類の個別注記表

上記事項につきましては、法令及び当社定款第18条第２項の規定に基づ
き、書面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置
事項記載書面）への記載を省略しております。

第57回定時株主総会の招集に際しての
電 子 提 供 措 置 事 項

第57期
［2022年４月１日から2023年３月31日まで］

株式会社エノモト
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業務の適正を確保するための体制

⑸ 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
①業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の
業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は次のとおりであります。
イ. 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

企業理念に基づいた「企業倫理行動指針」を定め、コンプライアンスに対する考え
方、行動基準を明確化し、職制を通じて適正な業務執行の徹底と監督を行うとともに、
企業倫理の浸透及びコンプライアンス体制の維持・向上に努める。
取締役の職務執行状況については、「取締役会規程」に基づき、取締役会に報告する
とともに、他の取締役の職務執行を相互に監視・監督する。また、取締役の職務執行状
況は、監査基準及び監査計画に基づき監査等委員会の監査を受ける。
使用人の業務執行状況については、業務執行部門から独立した内部監査室が定期的に
内部監査を実施し、その結果を被監査部門、経営層及び監査等委員会に適宜報告する。
コンプライアンス体制の充実・強化を推進するため、従業員等から通報相談を受付け
る外部弁護士等通報相談窓口を設置する。

ロ. 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役の職務執行に係る情報については、社内規定及び法令に基づき作成・保存・管

理するとともに、必要に応じて取締役、会計監査人等が閲覧できるものとする。
また、取締役の職務執行に係る情報の作成・保存・管理状況について、監査等委員会
の監査を受ける。
ハ. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

「リスク管理規程」を制定し、当社グループのリスク管理は、社長または社長が指名
した取締役（監査等委員である取締役を除く。）を委員長とするリスク管理委員会が行
う。
リスク管理委員会は、本社に事務局を設置し、部門横断的なリスク状況の監視及び対
応を行うとともに、個別業務ごとに設置された委員会等や関係会社ごとに任命したリス
ク管理責任者と緊密に連携する体制を整える。リスク管理委員会は内部監査室と連携
し、全体のリスク管理状況を掌握し、その結果を取締役会に報告する。
また、経営に重大な影響を与えるリスクが発現した場合に備え、予め必要な対応方

針・マニュアルを整備するとともに、全ての役職者にリスク管理能力を高めるための研
修等を実施し、リスクによる損失を最小限度に抑える体制を整える。
ニ. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
ａ．取締役会により、当社グループの中長期経営計画の策定、各部門の年度目標、予算
の設定を行う。
ｂ．取締役の職務の執行が効率的に行われていることを確保するため、取締役会を原則
として毎月１回定期的に開催するほか、必要に応じて臨時に開催し、「取締役会規
程」に定めた重要事項の決議と取締役の職務の執行状況の監督を行う。
ｃ．経営会議を設置し、当社グループの経営戦略等の業務執行上の重要事項について、
十分な検討・審議を行う。

ホ. 企業集団における業務の適正を確保するための体制
ａ．当社グループにおける業務の適正を確保するため、グループとしての規範、規則を
「関係会社管理規程」として整備し、グループ全体のコンプライアンス体制の構築を
図る。

ｂ．当社から子会社の取締役等役員を派遣し、子会社の取締役の職務執行を監視・監督
する。
ｃ．当社の監査等委員会と内部監査室が連携し、子会社の業務執行状況を監査する。
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業務の適正を確保するための体制

ｄ．子会社は、当社との連携・情報共有を保ちつつ、自社の規模、事業の性質、機関の
設計その他会社の個性及び特質を踏まえ、自律的に内部統制システムを整備すること
を基本とする。

ヘ. 財務報告の信頼性を確保するための体制
当社グループは、財務報告の信頼性を確保するため財務報告に係る内部統制が有効、
適切に機能する体制の整備を実施するとともに、その運用状況について継続的に評価し
必要な措置を行うものとする。
ト. 監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項並びに取締役及び当
該使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性に関する事項並び
に当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
ａ．監査等委員会よりその職務を補助すべき取締役及び使用人の配置の求めがあった場
合には、監査等委員会と協議のうえ人選を行う。
ｂ．当該使用人の人事については、常勤監査等委員と事前に協議を行い、同意を得たう
えで決定する。
ｃ．当該使用人の監査等委員会の補助に関する職務遂行については、取締役（監査等委
員である取締役を除く。）からの指揮命令は受けないものとする。
ｄ．当該使用人が他部署の使用人を兼務する場合は、監査等委員会の補助に関する職務
遂行を優先するものとする。

チ. 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人等が監査等委員会に報告をす
るための体制その他の監査等委員会への報告に関する体制
ａ．当社グループの取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、グルー
プに著しい損害を及ぼすおそれのある重要な事項を適時適切な方法により監査等委員
会に報告するものとする。
ｂ．監査等委員会はいつでも必要に応じて、グループ会社の取締役及び使用人に対して
業務の執行に関する報告を求めることができるものとする。
ｃ．監査等委員会は、取締役会の他、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握
するため、重要な会議及び委員会に出席し、必要に応じて取締役（監査等委員である
取締役を除く。）及び使用人にその説明を求めることができるものとする。

リ. 前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由に不利な取扱いを受けないことを確
保するための体制
当社グループは、報告をした者が報告したことを理由に不利益な取扱いを受けること
がないよう「内部通報規程」を制定し、その防止を図るものとする。
ヌ. 監査等委員会の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する
事項
当社は、監査等委員がその職務の執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限
る。）について、必要な費用の前払い等の請求について、職務の執行に必要でないと認
められる場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理する。
ル. その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
ａ．監査等委員会は、代表取締役社長と定期的に会合を持ち、監査上の重要課題等につ
いて意見交換を行う。
ｂ．監査等委員会は、内部監査室と緊密な連携を保つとともに、必要に応じて内部監査
室に調査を求める。
ｃ．監査等委員会は、会計監査人と定期的に会合を持ち、意見及び情報の交換を行うと
ともに必要に応じて会計監査人に報告を求める。
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業務の適正を確保するための体制

ヲ. 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及び整備状況
ａ. 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

当社は反社会的勢力による経営活動への関与の防止や当該勢力による被害を防止す
るため、「企業倫理行動指針」に、反社会的な活動や勢力とは、一切の関係を遮断
し、毅然とした態度で臨むことを徹底し、公正・透明・自由な競争を尊重し、適正・
健全な取引を行うことを定め、これを基本的な考え方とする。

ｂ. 反社会的勢力排除に向けた整備状況
ⅰ）対応統括部署及び不当要求防止責任者の設置状況

総務部を対応統括部署とし、リスク管理委員会と連携して対応する。また、各事
業所には不当要求防止責任者を設置し、不当要求に対応できる体制にする。
ⅱ）外部専門機関との連携状況

警察、顧問弁護士等との連携を常に密にし、有事において適切な相談・支援が受
けられる体制を整備する。
ⅲ）反社会的勢力に関する情報の収集・管理状況

反社会的勢力に関する情報は総務部に集約され、一元的に管理される。また、そ
の情報は、全社で共有する。
ⅳ）対応マニュアルの整備状況

反社会的勢力の排除については、「企業倫理行動指針」をはじめ、「コンプライ
アンス規程」「反社会的勢力排除規程」「販売管理規程」「購買管理規程」に定め
るとともに、具体的な対応要領を作成し社内へ周知・徹底をする。
ⅴ）研修活動の実施状況

不当要求防止責任者は定期的に外部専門機関等の講習を受講し、情報の収集や対
処法の取得をする。また、当社では「企業倫理行動指針」の徹底を図るため、毎
年、全従業員に対し教育研修を実施する。反社会的勢力への対応は企業倫理上も重
要な項目と位置づけ、教育研修プログラムに組み入れ、知識及び意識の向上に努め
る。

②業務の適正を確保するための体制の運用状況
当社グループは、「内部統制システムに関する基本方針」に基づき、次のとおり運用し

ております。
イ. コンプライアンスに関する取組み

当社は、従業員に対し毎月コンプライアンス教育資料を回付しているほか、朝礼や社
内報等を通じ当社従業員に対し定期的にコンプライアンス教育を実施しております。ま
た、全従業員が「経営理念」、「企業倫理行動指針」、「コンプライアンス規程」等を
理解し遵守する旨の宣誓書を提出しました。
その他、「内部通報規程」に基づき設置している従業員相談窓口からの通報により、
通報者の保護を図りつつ問題の早期発見と改善に努めており、その運用状況等はリスク
管理担当取締役を委員長とする「リスク管理委員会」に定期的に報告しております。
ロ. リスクマネジメントに関する取組み

当社は、原則月１回開催の「リスク管理委員会」において、「リスク管理規程」に基
づきリスク調査及び分析を行い、経営への影響度に応じ関係部署あるいは全社へ展開
し、対策を実施しております。
ハ. 内部監査体制及び財務報告に係る信頼性の確保に関する取組み

当社は、代表取締役直轄部署の内部監査室が「内部監査規程」に基づく内部監査計画
に従い、内部監査員によるウォークスルー監査を実施し、「リスク管理委員会」と連携
の上業務プロセスの妥当性評価及び継続的見直しを実施しつつ、従業員に対し内部統制
システムの重要性と遵守教育を実施しております。
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業務の適正を確保するための体制

また、財務報告に係る内部統制については、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性
の観点から評価範囲を決定し、財務報告に係る内部統制の評価を行っております。
ニ. 業務執行の適正の確保に関する取組み

当社は、原則月１回及び臨時に開催の取締役会において、法令または定款に定められ
た事項及び経営上の重要事項を決定するとともに、業務執行に関する報告を受け、取締
役の職務執行の監督を行っております。また、取締役及び執行役員による「経営会議」
を通じ、取締役会において決定した方針の効果的な執行を図っております。
ホ. 監査等委員会監査の実効性の確保に関する取組み

当社監査等委員会は、原則月１回及び臨時に開催の監査等委員会において、監査に関
する重要事項を協議・決定するとともに、取締役会及びその他重要な会議への出席並び
に個別のヒアリングや重要書類の閲覧を通じ、業務執行の状況を把握し、監査の実効性
の確保を図っております。
ヘ. 当社グループにおける業務の適正の確保に関する取組み

子会社は、当社執行役員が子会社の社長を兼務しており、取締役会の監督のもと開催
される定例の経営会議及び「関係会社管理規程」に基づく申請・報告を行う体制として
いるほか、当社役員及び内部監査室等が定期的に監査・指導を行っております。
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連結注記表

連結注記表
1. 連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

⑴ 連結の範囲に関する事項
① 連結子会社の状況

・連結子会社の数 ３社
・主要な連結子会社の名称 ENOMOTO PHILIPPINE MANUFACTURING Inc.

ENOMOTO HONG KONG Co., Ltd.
ZHONGSHAN ENOMOTO Co., Ltd.

② 非連結子会社の状況
・主要な非連結子会社の名称 ENOMOTO LAND CORPORATION
・連結の範囲から除いた理由 非連結子会社は小規模であり、総資産、売上高、当期純損益

(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等は、連結
計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

⑵ 持分法の適用に関する事項
　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況

・主要な会社等の名称 ENOMOTO LAND CORPORATION
・持分法の適用から除いた理由 上記持分法不適用の非連結子会社は、当期純損益(持分に見合

う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等に及ぼす影響が軽微
であり、かつ全体としても重要な影響を及ぼしていないためで
あります。

⑶ 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社であるENOMOTO PHILIPPINE MANUFACTURING Inc.、ENOMOTO HONG 
KONG Co., Ltd.、ZHONGSHAN ENOMOTO Co., Ltd.の決算日は、12月31日であり連結決算日
との差は３ヶ月以内であるため、連結計算書類の作成にあたっては、同決算日現在の計算書類を使用
しておりますが、連結決算日との間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行ってお
ります。

⑷ 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ. 有価証券
その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの 時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は主として移動平均法により算定）
・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

ロ. デリバティブ 時価法
ハ. 棚卸資産

・製品・仕掛品（プレス製品及び金型用量産部品）・原材料
……主に移動平均法による原価法(貸借対照表価額については、収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)
・仕掛品（金型及び装置）・貯蔵品（金型修理用パーツ）

……主に個別法による原価法(貸借対照表価額については、収益性
の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)

・貯蔵品（金型修理用パーツを除く）
……主に最終仕入原価法(貸借対照表価額については、収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法により算定)
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ. 有形固定資産（リース資産は除く）

当社は定率法（当社の金型については、生産高比例法）、在外
連結子会社は定額法によっております。
ただし、当社については、1998年４月１日以降に取得した建
物（附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した
建物附属設備及び構築物については、定額法によっておりま
す。
なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。
　建物及び構築物　　　　　　７～35年
　機械装置及び運搬具　　　　４～11年

ロ. 無形固定資産（リース資産は除く）
・自社利用のソフトウエア 社内における利用可能期間(５年) に基づく定額法によってお

ります。
・その他の無形固定資産 定額法によっております。

ハ. リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用
しております。

ニ. 長期前払費用 定額法によっております。

③ 重要な引当金の計上基準
イ. 貸倒引当金 貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能
性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ. 賞与引当金 従業員の賞与に充てるため、支給見込額を計上しております｡
ハ. 役員賞与引当金 当社の取締役、執行役員に対して業績連動報酬の支出に充てる

ため、支給見込額のうち、当連結会計年度の費用として計上す
べき額を計上しております。なお、当連結会計年度に係る役員
賞与は支給しないため、当連結会計年度末において役員賞与引
当金は計上しておりません。

ニ. 役員退職慰労引当金 当社は役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく連
結会計年度末要支給額を計上しております。

ホ. 役員株式給付引当金 当社の取締役、執行役員に対する当社株式の交付及び給付に備
えるため、株式交付規程に基づき、役員に割り当てられたポイ
ントに応じた株式の交付及び給付見込額を計上しております。

－ 6 －



2023/05/24 13:25:39 / 22945576_株式会社エノモト_招集通知

連結注記表

④ 収益及び費用の計上基準
　当社グループは、下記の５ステップアプローチに基づいて、収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：企業が履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する
当社グループは主として電子部品の中でもパワー半導体用リードフレーム・オプト用リードフレー
ム・コネクタ用部品に関する製造・販売をグローバルに展開しております。当社グループの主要な
販売品目における契約、履行義務及び履行義務の充足時点に関する情報は次の通りであります。
①　量産品の販売（国内販売）

顧客との契約に基づいて、主に完成した量産品を顧客に納入することを履行義務として識別して
おります。国内の販売においては出荷時から当該製品の支配が顧客に移転されるまでの期間が通
常の期間であるため、出荷時に収益を認識しております。

②　量産品の販売（輸出販売）
顧客との契約に基づいて、主に完成した量産品を顧客に納入することを履行義務として識別して
おります。契約ごとに貿易条件等により製品に対する支配が移転する時点の判断をしております
が、主として、船積時点で製品に対する支配が顧客に移転する契約であり、その場合には船荷証
券の発行日（B/L date）に収益を認識しております。

③　金型（客先に所有権が移転する金型の売却取引）
顧客との契約に基づいて、主に完成した金型を顧客に納入することを履行義務として識別してお
ります。顧客からの認定合格により当該金型に対する支配が顧客に移転することから、認定合格
書を受領した時点で収益を認識しております。

⑤ 重要なヘッジ会計の方法
イ. ヘッジ会計の方法 原則として繰延ヘッジ処理によっております。ただし、振当処

理の要件を満たす為替予約については振当処理、特例処理の要
件を満たす金利スワップについては特例処理を採用しておりま
す。

ロ. ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…為替予約取引及び金利スワップ取引
ヘッジ対象…外貨建売上債権及び借入金

ハ. ヘッジ方針 当社は、為替相場の変動リスクを回避する目的で為替予約取引
を行い、また、借入金の金利変動リスクを回避する目的で金利
スワップ取引を行っており、ヘッジ対象の識別は個別契約ごと
に行っております。

ニ. ヘッジの有効性評価の方法 振当処理の要件を満たす為替予約については振当処理を採用し
ております。また、それ以外の為替予約については、外貨建に
よる同一金額で同一期日の為替予約を実施しており、実行の可
能性が極めて高いため、有効性の評価を省略しております。金
利スワップ取引については、特例処理を採用しておりますので
有効性の評価を省略しております。
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⑥ その他連結計算書類の作成のための重要な事項
イ. 退職給付に係る資産及び退職給付に係る負債の計上基準

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度における見込
額に基づき、退職給付債務から年金資産を控除した額を退職給
付に係る資産及び退職給付に係る負債として計上しておりま
す。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員
の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法
により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用
処理しております。
未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資
産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整
累計額に計上しております。
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当連結会計年度

将来減算一時差異等（※） 373,477

（内、税務上の欠損金（※）） －

評価性引当額 164,590

（内、税務上の欠損金に対する評価性引当額） －

繰延税金資産（繰延税金負債相殺前） 208,887

会計上の見積りに関する注記
（会計上の見積り）
１. 繰延税金資産の回収可能性

⑴ 当連結会計年度の当社の計算書類に計上した金額
　当社（株式会社エノモト）が計上した繰延税金資産（繰延税金負債相殺前）は以下のとおりであり
ます。

（単位：千円）

（※）法定実効税率を乗じた金額であります。

⑵ 識別した項目に係る会計上の見積りの内容に関する情報
① (1)に記載した金額の算出方法
　当社は、繰延税金資産の回収可能性の判断は、合理的な見積り可能期間の当社の事業計画に基づ
いて行っております。単年度の事業計画については、②に記載の販売計画に基づいて、製品ごとに
個別に原材料費、外注加工費等の変動費を設定しています。また、過去の固定費の実績や見込まれ
る設備投資による減価償却費の増減等を踏まえて固定費予算を設定しています。これを基礎に、合
理的な見積り可能期間の事業計画を策定しています。
　繰延税金資産の回収可能性の判断にあたっては、上記の事業計画を基礎として、一時差異等加減
算前課税所得の見積りを行っております。
② 会計上の見積りに用いた主要な仮定
　当社の課税所得の見積りにおいて以下の事項等が主要な仮定に相当するものと判断しておりま
す。
　販売計画の設定にあたっては、当社の属する電子部品業界における製品群別の業績を主に、民生
用機器及びＬＥＤ用リードフレーム向け、自動車向け、モバイル端末向け等に分解し、それぞれの
市場動向や直近の需要動向等を踏まえて2024年３月期の販売数量の予測を行っています。この結
果、当社の売上高は、2023年３月期比で数％程度減少するものと見込んでいます。
　上記の仮定に基づく事業計画を基礎として見積もった一時差異等加減算前課税所得により繰延税
金資産の回収可能性の検討を行っています。
③ 会計上の見積りが当連結会計年度の翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
　2024年３月期の販売数量が上記の仮定による見積りから大幅に減少し、一時差異等加減算前課税
所得が減少した場合には、繰延税金資産の取崩しが生じる可能性があります。
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追加情報

（役員向け株式給付信託）
　当社は、取締役等に対し、信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。
⑴ 取引の概要

　当社は、取締役等を対象に、中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意識を高めること
を目的として、当社グループの業績との連動性が高く、かつ透明性・客観性の高いインセンティブ
制度（以下、「本制度」といいます。）を導入いたしました。
　本制度は、当社が信託に対して金銭を拠出し、当該信託が当該金銭を原資として当社株式を取得
し、当該信託を通じて取締役等に対して、当社及び各対象子会社がそれぞれ定める株式交付規程に
従って、業績達成度に応じて当社株式を給付します。なお、取締役等が当社株式の給付を受ける時
期は、原則として当該取締役等の退任時となります。

⑵ 信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理
　当該信託契約に係る会計処理については、「従業員に信託を通じて自社の株式を交付する取引に
関する実務上の取扱い」（実務対応報告30号　2015年３月26日）に準じて、総額法を適用してお
ります。
　なお、株式交付規程に基づく取締役等に対する将来の当社株式の交付に備えるため、当連結会計
年度末における株式給付債務の見込額にて役員株式給付引当金を計上しております。

⑶ 信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除きます。）により、純
資産の部に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当連結会計
年度末においては171,792千円、128千株であります。
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⑵ 有形固定資産の減価償却累計額 20,686,849千円

再評価を行った年月日 2000年３月31日
再評価を行った土地の期末における時価と
再評価後の帳簿価額との差額 △796,366千円

２. 連結貸借対照表に関する注記
⑴ 担保に供している資産

　該当事項はありません。

上記減価償却累計額には、減損損失累計額を含めて表示しております。
⑶ 「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関す

る法律の一部を改正する法律」（平成11年３月31日改正）に基づき有形固定資産の事業用の土地の再
評価を行い、当該評価差額のうち法人税その他の利益に関する金額を課税標準とする税金に相当する
金額である繰延税金負債を負債の部に計上し、当該繰延税金負債を控除した金額を土地再評価差額金
として純資産の部に計上しております。
　「土地の再評価に関する法律」及び「土地の再評価に関する法律の一部を改正する法律」第３条第
３項に定める再評価の方法については、土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政
令第119号）第２条第３号に定める固定資産税評価額に合理的な調整を行って算出する方法を採用し
ております。

　上記の時価と再評価後の帳簿価額との差額のうち賃貸等不動産に関するものについては　　　　
△281,677千円含まれております。

⑷ 財務維持要件
　2021年３月30日に締結した当社のシンジケートローン契約（当連結会計年度末残高　長期借入金
1,164,000千円、１年内返済予定の長期借入金168,000千円）については、財務制限条項が付されて
おり、以下のいずれかの条項に抵触した場合、本契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する
可能性があります。
①各事業年度の末日における借入人の、貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期の直前
の決算期の末日における借入人の貸借対照表における純資産の部の金額の75％以上にそれぞれ維持す
ること。
②各事業年度にかかる連結損益計算書上の経常損益に関して、２期連続して経常損失としないこと。

⑸ その他流動負債のうち、契約負債の金額は以下のとおりであります。
　契約負債　9,950千円

３. 連結損益計算書に関する注記
在外子会社の税務調査和解金

在外子会社ENOMOTO PHILIPPINE MANUFACTURING Inc.において、フィリピン税務当局か
ら指摘を受けております。当社としては、税務申告等は適正でありますが、今後の係争費用等に鑑
み、本件解決のため一定額を支払うことに伴う損失であります。
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株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 6,865千株 －千株 －千株 6,865千株

決 議 株式の種類 配当金の総額 １ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2022年６月28日
定 時 株 主 総 会 普通株式 204百万円 30円 2022年３月31日 2022年６月29日

2022年10月31日
取 締 役 会 普通株式 204 30 2022年９月30日 2022年12月5日

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2023年６月28日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 204百万円 30円 2023年３月31日 2023年６月29日

4. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴ 発行済株式の総数に関する事項

⑵ 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

（注）１．2022年６月28日定時株主総会の決議による配当金の総額には、役員向け株式給付信託が
保有する当社株式に対する配当金4,110千円が含まれております。

２．2022年10月31日取締役会の決議による配当金の総額には、役員向け株式給付信託が保有
する当社株式に対する配当金3,852千円が含まれております。

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（注）配当金の総額には、役員向け株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金3,852千円が含
まれております。

⑶ 当連結会計年度末日における新株予約権に関する事項
① 目的となる株式の種類 普通株式
② 目的となる株式の数 19,960株
③ 新株予約権の残高 499個

（注）2017年10月１日付で行った普通株式１株を４株とする株式分割により、新株予約権の目的とな
る株式の数は調整されております。
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5. 金融商品に関する注記
⑴ 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入や社債発行）を調達して
おります。一時的な余資は主に流動性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借
入により調達しております。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用しており、投
機的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形、電子記録債権及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。当
該リスクに関しては、当社グループの与信管理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を
行うとともに、主な取引先の信用状況を定期的に把握する体制としています。また、その一部には
外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒されておりますが、為替予約取引を利用してヘッジ
しております。ヘッジの有効性の評価方法については、為替予約の振当処理を採用しているため、
有効性の評価を省略しております。
　投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクに晒されていますが、主に業務上の関係を有
する企業の株式であり、定期的に把握された時価が取締役会に報告されております。
　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日です。
　借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金（原則として５年
以内）は主に設備投資に係る資金調達です。変動金利の借入金は、金利の変動リスクに晒されてい
ますが、このうち長期のものの一部については、支払金利の変動リスクを回避し支払利息の固定化
を図るために、個別契約ごとにデリバティブ取引（金利スワップ取引）をヘッジ手段として利用し
ています。ヘッジの有効性の評価方法については、金利スワップの特例処理の要件を満たしている
場合には、その判定をもって有効性の評価を省略しています。
　デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限を定めた社内規程に従って行っており、ま
た、デリバティブの利用にあたっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ
取引を行っています。
　また、営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されていますが、当社グループでは、各社が月次
に資金繰計画を作成するなどの方法により管理しています。

③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　「⑵　金融商品の時価等に関する事項」におけるデリバティブ取引に関する契約額等について
は、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。
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連結注記表

連結貸借対照表
計上額 時価 差額

⑴ 売掛金 7,224,441 7,224,441 －
⑵ 未収入金 515,409 515,409 －
⑶ 投資有価証券

その他有価証券 103,642 103,642 －
資産計 7,843,494 7,843,494 －
⑴ 長期借入金（1年内返済予定含む） (2,382,014) (2,384,089) 2,075
負債計 (2,382,014) (2,384,089) 2,075

種類 取得原価 連結貸借対照表
計上額 差額

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えるもの 株式 59,170 102,290 43,119

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えないもの 株式 1,352 1,352 －

合計 60,522 103,642 43,119

⑵ 金融商品の時価等に関する事項
　2023年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりで
す。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません（（注２）を参照ください。）。ま
た、現金及び預金については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため時価が帳簿価額
に近似することから、注記を省略しております。また、電子記録債権、支払手形及び買掛金、短期借
入金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（単位：千円）

（注1）投資有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
⑴　投資有価証券

　その他有価証券に関する連結貸借対照表計上額と取得原価との差額は、次のとおりです。
（単位：千円）
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ヘッジ会計の方法 デリバティブ取引の
種類等 主なヘッジ対象 契約額等 契約額のうち

１年超 時価

為替予約等の振当
処理

為替予約取引
（注）

売掛金　米ドル 売掛金 300,185 －

区分 連結貸借対照表計上額
非上場株式 416,331

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

電子記録債権 1,392,774 － － － － －
売掛金 7,224,441 － － － － －

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

短期借入金 750,000 － － － － －
長期借入金 447,996 398,018 348,000 348,000 348,000 492,000

⑵　デリバティブ取引
ヘッジ会計が適用されているもの

　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引について、ヘッジ会計の方法ごとの連結決算
日における契約額又は契約において定められた元本相当額等は、次のとおりであります。

（単位：千円）

（注）為替予約等の振当処理によるものは、ヘッジ対象とされている売掛金と一体として処理さ
れているため、その時価は、当該売掛金の時価に含めて記載しております。

（注2）市場価格のない株式等
（単位：千円）

　これらについては、「その他有価証券」には含めておりません。
（注3）金銭債権の連結決算日後の償還予定額

（単位：千円）

（注4）借入金の連結決算日後の償還予定額
（単位：千円）

⑶ 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の三つ
のレベルに分類しています。

レベル１の時価：同一の資産または負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定
した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接または間接的に観察可能なインプットを用い
て算定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットが
それぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しており
ます。
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券
その他有価証券

株式 103,642 － － 103,642
資産計 103,642 － － 103,642

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

売掛金 － 7,224,441 － 7,224,441
未収入金 － 515,409 － 515,409
資産計 － 7,739,851 － 7,739,851
長期借入金（1年内返済予定含む） － 2,384,089 － 2,384,089
負債計 － 2,384,089 － 2,384,089

⑴　時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
（単位：千円）

⑵　時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
現金及び預金については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため時価が帳簿価額に
近似することから、注記を省略しております。また、支払手形及び買掛金、短期借入金は短期間で
決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

売掛金及び未収入金
売掛金及び未収入金は、満期までの期間および信用リスクを加味した利率により将来キャッシュ・フロー
を割り引いて現在価値を算定しております。なお、残存期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿
価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。これらについては、レベル２の時価
に分類しております。

投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価
をレベル１の時価に分類しております。

長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて
算定しており、レベル２の時価に分類しております。

デリバティブ取引
為替予約については、金利や為替レート等の観察可能なインプットを用いて算定しており、レベル２の時
価に分類しております。また、為替予約等の振当処理によるものは、ヘッジ対象とされている売掛金及び
未収入金と一体として処理されているため、その時価は、当該売掛金及び未収入金の時価に含めて記載し
ております。
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連結貸借対照表計上額（千円） 当連結会計年度末の時価
（千円）当連結会計年度期首残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高

1,169,718 62,186 1,231,905 875,670

パワー半導体
用リードフレ

ーム

オプト用リー
ドフレーム

コネクタ用部
品 その他 合計

量産品 11,843,633 3,482,375 12,502,424 632,624 28,461,056

金型 129,501 237,265 410,236 27,347 804,350

顧客との契約か
ら生じる収益 11,973,134 3,719,640 12,912,660 659,971 29,265,406

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売
上高 11,973,134 3,719,640 12,912,660 659,971 29,265,406

6. 賃貸等不動産に関する注記
　当社では、山梨県その他の地域において、賃貸用の工業・商業施設（土地を含む。）を有しておりま
す。2023年３月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は27,912千円（賃貸収益は営業外収益
に、主な賃貸費用は営業外費用に計上）、減損損失は500千円（特別損失に計上）であります。
　また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、当連結会計年度増減額及び時価は、次のとおりであ
ります。

（注）１. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額で
あります。

２. 当連結会計年度増減額の内、主な増加額は、建物解体による土地の増加（64,549千円）による
ものです。また、主な減少額は減価償却(1,862千円)によるものです。

３. 当連結会計年度末の時価は、主として社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基づく金
額であります。

7. 収益認識に関する注記
⑴　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　主要な財又はサービス別に分解した収益の情報は以下のとおりであります。
（単位：千円）

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
（主要な販売品目における契約、履行義務及び履行義務の充足時点に関する情報）
①　量産品の販売（国内販売）

顧客との契約に基づいて、主に完成した量産品を顧客に納入することを履行義務として識別してお
ります。国内の販売においては出荷時から当該製品の支配が顧客に移転されるまでの期間が通常の
期間であるため、出荷時に収益を認識しております。

②　量産品の販売（輸出販売）
顧客との契約に基づいて、主に完成した量産品を顧客に納入することを履行義務として識別してお
ります。契約ごとに貿易条件等により製品に対する支配が移転する時点の判断をしておりますが、
主として、船積時点で製品に対する支配が顧客に移転する契約であり、その場合には船荷証券の発
行日（B/L date）に収益を認識しております。
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前連結会計年度 当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権

電子記録債権 1,439,680 1,392,774
売掛金 6,350,522 7,224,441
契約資産 － －

契約負債 7,677 9,950

⑴ １株当たり純資産額 3,081円37銭
⑵ １株当たり当期純利益 190円02銭

③　金型（客先に所有権が移転する金型の売却取引）
顧客との契約に基づいて、主に完成した金型を顧客に納入することを履行義務として識別しており
ます。顧客からの認定合格により当該金型に対する支配が顧客に移転することから、認定合格書を
受領した時点で収益を認識しております。

（取引価格の算定に関する情報）
　取引価格は、約束した財又はサービスの顧客への移転と交換に当社グループが権利を得ると見込
んでいる対価の金額であり、当社グループが第三者のために回収する額を除いています。また、変
動対価及び重要な金融要素を含む重要な取引はありません。

⑶　当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
①　契約資産及び契約負債の残高等

（単位：千円）

契約負債は、主に金型の販売にかかる顧客からの前受金に関連するものであります。契約負債は、
収益の認識に伴い取り崩されます。

②　残存履行義務に配分した取引価格
　当社グループにおいては、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実務上の
便法を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。

8. １株当たり情報に関する注記

（注）　役員向け株式給付信託が保有する当社株式は、「１株当たり純資産額」を算定するための普通株
式の期末自己株式に含めており、また、「１株当たり当期純利益金額」を算定するための期中平均
株式数の計算において控除する自己株式数に含めております。
　当該信託が保有する当社株式の当連結会計年度末株式数128,400株、期中平均株式数は129,107
株であります。

9. 重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。
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③ 棚卸資産
・製品・仕掛品（プレス製品及び金型

用量産部品）・原材料
 ………移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）
・仕掛品（金型及び装置）・貯蔵品

（金型修理用パーツ）
 ………個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定）
・貯蔵品（金型修理用パーツを除く）

 ………最終仕入原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿
価切下げの方法により算定）

個別注記表
１. 重要な会計方針に係る事項

⑴ 資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券

・子会社株式 移動平均法による原価法
・その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原
価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
② デリバティブ等

デリバティブ 時価法

⑵ 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産

定率法（金型については生産高比例法）ただし、1998年４月
１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016
年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物について
は、定額法によっております。
なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。
　建物　　　　　　　　　　７～35年
　機械及び装置　　　　　　４～11年

② 無形固定資産
・自社利用のソフトウエア 社内における利用可能期間(５年) に基づく定額法によってお

ります。
・その他の無形固定資産 定額法によっております。

③ 長期前払費用 定額法によっております。
⑶ 引当金の計上基準

① 貸倒引当金 貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績
率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収
可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額を計上してお
ります。
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③ 役員賞与引当金 当社の取締役、執行役員に対して業績連動報酬の支出に充て
るため、支給見込額のうち、当事業年度の費用として計上す
べき額を計上しております。なお、当事業年度に係る役員賞
与は支給しないため、当事業年度末において役員賞与引当金
は計上しておりません。

④ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職
給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
ただし、当事業年度末においては前払年金費用として投資そ
の他の資産に表示しております。

・退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度
末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準
によっております。

・数理計算上の差異の費用処理方法
各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内
の一定の年数（10年）による定額法により按分した額を、そ
れぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

⑤ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支出に備えるため、当社内規に基づく期
末要支給額を計上しております。

⑥ 役員株式給付引当金 当社の取締役、執行役員に対する当社株式の交付及び給付に
備えるため、株式交付規程に基づき、役員に割り当てられた
ポイントに応じた株式の交付及び給付見込額を計上しており
ます。

⑷ 重要なヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法 原則として繰延ヘッジ処理によっております。ただし、振当

処理の要件を満たす為替予約については振当処理に、特例処
理の要件を満たす金利スワップについては特例処理を採用し
ております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…為替予約取引及び金利スワップ取引
ヘッジ対象…外貨建売上債権及び借入金

③ ヘッジ方針 当社は、為替相場の変動リスクを回避する目的で為替予約取
引を行い、また、借入金の金利変動リスクを回避する目的で
金利スワップ取引を行っており、ヘッジ対象の識別は個別契
約ごとに行っております。

④ ヘッジ有効性評価の方法 振当処理の要件を満たす為替予約については振当処理を採用
しております。また、それ以外の為替予約については、外貨
建による同一金額で同一期日の為替予約を実施しており、実
行の可能性が極めて高いため、有効性の評価を省略しており
ます。金利スワップ取引については、特例処理を採用してお
りますので有効性の評価を省略しております。

⑸ 退職給付に係る会計処理 退職給付に係る未認識数理計算上の差異の未処理額の会計処
理方法は連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異
なっております。
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当事業年度

将来減算一時差異等（※） 373,477

（内、税務上の欠損金（※）） ―

評価性引当額 164,590

（内、税務上の欠損金に対する評価性引当額） ―

繰延税金資産（繰延税金負債相殺前） 208,887

⑹ 収益及び費用の計上基準
　当社は、下記の５ステップアプローチに基づいて、収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：企業が履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する
当社グループは主として電子部品の中でもパワー半導体用リードフレーム・オプト用リードフレーム・
コネクタ用部品に関する製造・販売をグローバルに展開しております。当社グループの主要な販売品目
における契約、履行義務及び履行義務の充足時点に関する情報は次の通りであります。

①　量産品の販売（国内販売）
顧客との契約に基づいて、主に完成した量産品を顧客に納入することを履行義務として識別してお
ります。国内の販売においては出荷時から当該製品の支配が顧客に移転されるまでの期間が通常の
期間であるため、出荷時に収益を認識しております。

②　量産品の販売（輸出販売）
顧客との契約に基づいて、主に完成した量産品を顧客に納入することを履行義務として識別してお
ります。契約ごとに貿易条件等により製品に対する支配が移転する時点の判断をしておりますが、
主として、船積時点で製品に対する支配が顧客に移転する契約であり、その場合には船荷証券の発
行日（B/L date）に収益を認識しております。

③　金型（客先に所有権が移転する金型の売却取引）
顧客との契約に基づいて、主に完成した金型を顧客に納入することを履行義務として識別しており
ます。顧客からの認定合格により当該金型に対する支配が顧客に移転することから、認定合格書を
受領した時点で収益を認識しております。

会計上の見積りに関する注記
（会計上の見積り）
１. 繰延税金資産の回収可能性

⑴ 当事業年度の計算書類に計上した金額
　当社が計上した繰延税金資産（繰延税金負債相殺前）は以下のとおりであります。

（単位：千円）

（※）法定実効税率を乗じた金額であります。
⑵ 識別した項目に係る会計上の見積りの内容に関する情報
　⑴の金額の算出方法は、連結計算書類の（会計上の見積りに関する注記）の⑵識別した項目に係る
会計上の見積りの内容に関する情報に記載した事項と同一であります。

追加情報
（役員向け株式給付信託）

　取締役等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する注記については、連結注記表の「追加
情報」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。
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⑵ 有形固定資産の減価償却累計額 14,453,659千円

18,071千円

① 短期金銭債権 223,470千円
② 短期金銭債務 1,684千円

再評価を行った年月日 2000年３月31日
再評価を行った土地の期末における時価と
再評価後の帳簿価額との差額 △796,366千円

① 売上高 528,861千円
② 仕入高 31,435千円
③ 営業取引以外の取引高 292,957千円

２. 貸借対照表に関する注記
⑴ 担保に供している資産

該当事項はありません。

上記減価償却累計額には、減損損失累計額を含めて表示しております。
⑶ 保証債務

関係会社の金融機関からの借入等に対して次のとおり保証を行っております。

⑷ 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。

⑸ 「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関す
る法律の一部を改正する法律」（平成11年３月31日改正）に基づき有形固定資産の事業用の土地の再
評価を行い、当該評価差額のうち法人税その他の利益に関する金額を課税標準とする税金に相当する
金額である繰延税金負債を負債の部に計上し、当該繰延税金負債を控除した金額を土地再評価差額金
として純資産の部に計上しております。
　「土地の再評価に関する法律」及び「土地の再評価に関する法律の一部を改正する法律」第３条第
３項に定める再評価の方法については、土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政
令第119号）第２条第３号に定める固定資産税評価額に合理的な調整を行って算出する方法を採用し
ております。

⑹ 財務維持要件
　2021年３月30日に締結した当社のシンジケートローン契約（当事業年度末残高　長期借入金
1,164,000千円、１年内返済予定の長期借入金168,000千円）については、財務制限条項が付されて
おり、以下のいずれかの条項に抵触した場合、本契約上の全ての債務について期限の利益を喪失する
可能性があります。
①各事業年度の末日における借入人の、貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期の直前
の決算期の末日における借入人の貸借対照表における純資産の部の金額の75％以上にそれぞれ維持す
ること。
②各事業年度にかかる連結損益計算書上の経常損益に関して、２期連続して経常損失としないこと。

３. 損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
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株 式 の 種 類 当事業年度期首の
株 式 数

当 事 業 年 度 増 加
株 式 数

当 事 業 年 度 減 少
株 式 数

当 事 業 年 度 末 の
株 式 数

普 通 株 式 194千株 0千株 8千株 186千株

繰延税金資産
貸倒引当金 9,561千円
賞与引当金 102,000千円
未払事業税 7,475千円
役員退職慰労引当金 20,337千円
役員株式給付引当金 43,377千円
投資有価証券評価損 1,860千円
棚卸資産 38,639千円
減価償却費 125,403千円
外国税額控除 14,092千円
その他 10,730千円

小計 373,477千円
評価性引当額 △164,590千円

合計 208,887千円
繰延税金負債

前払年金費用 35,075千円
その他有価証券評価差額金 12,935千円

合計 48,011千円
繰延税金資産の純額 160,875千円
再評価に係る繰延税金負債 269,710千円

４. 株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項

（注）自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取０千株によるものであります。自己株式数の減
少は、株式給付信託からの株式の給付8千株によるものであります。なお、当事業年度末の
自己株式数のうち、株式給付信託が保有する株式数は、128千株であります。

５.税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

６. リースにより使用する固定資産に関する注記
 該当事項はありません。
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属 性 会社等の名称
議決権等の所
有(被所有)割
合 ( ％ )

関連当事者
と の 関 係 取引の内容 取引金額

( 千 円 ) 科 目 期末残高
( 千 円 )

子会社
ENOMOTO 
PHILIPPINE
MANUFACTURING
Inc.

所有
直接100

当社製品の販
売 、 外 注 加
工、債務保証

 製品の販売（注1） 248,791 売 掛 金 53,668

 外注加工委託（注2） 20,960 ｢流動負債｣
そ の 他 424

 配当の受取（注3） 117,927 ｢流動資産｣
そ の 他 103,955

 債務保証（注4） 18,071 － －

子会社 ENOMOTO HONG 
KONG Co.,Ltd.

所有
直接100

当社製品の販
売、外注加工

 製品の販売（注1） 280,070 売 掛 金 56,305

 外注加工委託（注2） 10,019 ｢流動負債｣
そ の 他 －

 配当の受取（注3） 175,000 － －

⑴ １株当たり純資産額 2,018円63銭
⑵ １株当たり当期純利益 62円85銭

７. 関連当事者との取引に関する注記
子会社等

（注）１. 市場価格、総原価を勘案して毎期価格交渉の上、取引条件を決定しております。
２. 市場価格を勘案して毎期価格交渉の上、取引条件を決定しております。
３. 受取配当金については、当社が示す配当基準に準拠し、配当を実施しております。
４. 銀行借入等に対して債務保証を行っております。なお、保証料は受領しておりません。

８. 収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、連結注記表の「収益認
識に関する注記」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

９. １株当たり情報に関する注記

（注） 役員向け株式給付信託が保有する当社株式は、「１株当たり純資産額」を算定するための普通株
式の期末自己株式に含めており、また、「１株当たり当期純利益金額」を算定するための期中平均
株式数の計算において控除する自己株式数に含めております。
　当該信託が保有する当社株式の当事業年度末株式数128,400株、期中平均株式数は129,107株で
あります。

10. 重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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